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【事業を取巻く現状】
旭川叢書の刊行について

☑市史及び地域文化の各テーマを中心とした３７巻にわたる叢書の刊行により、地域の歴史・文化・産業を分析、解明し、記録すべき重要な課題について一定程度網羅、達成　　　　　　　　　
☛☛☛　今後の刊行に向けて、テーマの設定や資料の適切な収集・整理分類、作業方針等について中長期的な検討の必要性

☑現在、市総務課による市史関連事業が再起動中であり、重要性の高い庁内での事業に対し優先的に連携、取組
☛☛☛　図書館は、大量の資料を検索・提供及びデータチェック等の大きな役割を担い、市史編さん事業に注力中

☑現在北海道も『新北海道史』の編さん中であり、地域全体の歴史研究の進展を慎重に見極める必要性　　　　　
☛☛☛　道史及び市史編さん事業の動向を注視し、地域史を取り巻く課題やニーズを的確に捉えた上で、今後の方向性を整理



【成果】
これまでに文学系９点、芸術系７点、歴史系８点、自然系７点、工学系４点、社会系２点を刊行。





【活用】
市内学校図書室へ配置、図書館等でのレファレンスでの活用、関連講演会や企画展示の実施により郷土の歴史学習に寄与している。
【目的】
地域に遺る郷土関連史資料の保全・活用と
地域文化の創成発展への寄与を目的とする。

【概要】
図書館が収集・整理した郷土資料を基に、旭川に関する分野からテーマを設定。専門家・研究者による詳細な分析・叙述。
郷土史を学ぶ初級者から専門の研究者までの幅広い活用を目指して刊行。

【経緯】
●昭和３９年から郷土史資料収集を本格化
●昭和４２年に旭川市図書館開館２０周年を記念して創刊。第１０巻までは図書館が編集・刊行
●第１１巻から図書館は編集のみ、旭川振興公社が発行、有料頒布となる。
●創刊時から毎年刊行されていた第２７巻からは隔年発行に移行。
●令和６年度までに合計３７巻刊行。
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